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概要

このドキュメントでは、シスコから購入したVMware(PAK)ライセンスを管理する方法について説
明します。

vmware.comでシスコから購入したVMwareライセンスを登録す
る

1.シスコからPAK番号を取得する

元のシスコのSOからPAK番号を受け取っている必要があります。 
シスコカスタマーサポート（またはCisco TAC）は、シスコの販売注文または連絡先を検索して
PAK番号を見つけることができます。

2. vmware.comでCisco PAKをVMwareライセンスに変換する

OEMパートナーのアクティベーションコード(PAC)ポータルの詳細については、こちらの記事を
参照してください。VMware KB 2011567:https://kb.vmware.com/s/article/2011587

OEMヘルプページへのKB 2011567のリンク：https://www.vmware.com/support/support-
resources/licensing/oem-help.html 
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OEMヘルプページは、Cisco OEM固有のポータル
(https://www.vmware.com/oem/code.do?Name=CISCO-AC)にリンクします。 OEM固有のポ
ータルページで、シスコのPAK番号を入力して実際のVMwareライセンスに変換し、
vCenter（またはESXi）に入力できます。 
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3. vmware.comで1 CPUライセンスを2 CPUライセンスに結合する

Cisco PAKは、2つの個別のシングルCPUライセンスです。これらのライセンスは、
vmware.comで2 CPUのVMwareライセンスに組み合わせることができます。

トラブルシューティング手順を使用してカスタマーコネクトでライセンスキーを分割または組み
合わせる方法については、この記事を参照してください。VMware KB 
81616:https://kb.vmware.com/s/article/81616

4. vmware.comのメジャーVMwareバージョンの変更

VMwareライセンスが誤ったメジャーバージョン(6. x vs 7. x vs 8. x)の場合は、VMware.comでラ
イセンスのバージョンを変更する必要があります。

トラブルシューティングの手順に従って、Customer Connectのライセンスキーをアップグレード
またはダウングレードする方法については、この記事を参照してください。VMware KB 
81665:https://kb.vmware.com/s/article/81665 
VMware vCenterで「These serial keys are invalid: 12345-567890-12345-567890-ABCDE」のよ
うなエラーが表示され、VMware ESXiで「Please provide a valid license key.」のようなエラーが
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表示されます。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


